
碓の内歴と蓋底の欒形墓（第4報〕  

（結語f時報餌22沓第7号と産衣のもの）  
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低塩殺菌の可能な果実招請の如きものは別として、高浬加熱を以てしなけれぼ能率的に、生産的  

に、そし⊂静実に殺菌を完遂し難い様な非酸性総譜に属する読莱、魚介、鳥獣肉類の結語の袈退に  

当つこ、殺菌加熱によつ⊂植田に発生する円蜃は重視されぬぽならぬ。往々過度の内魔の発生のた  

めに護底が極度の可塑性変形を受けて形体を増するぼかりでなく、蔑底の巻締部感の束常々封轡こ  

破綻を生ぜさせ、殺菌加熱後に冷却水叉偲外気を吸引して躇藷変改の原因を誘窮する嘩なことがあ  

るからである。経つこ（り加熱によって繕内に発生する魔力の程度を知り、（P）描又は葦魔の  

構造の堪え得る魔力の眼孔藍を予め明かにして置くことは、総譜輿達の操作上機め⊂肝要な事項で  

あらねぼなら鞄。特忙殺蘭加熱によって以上述べた如き原図把よつ⊂被審を募ることの多い大型擢  

に於⊂其の感を床くするものである。筆者は第き報（11までの報告に於⊂、（ロ）の点について嘲  

か明かにLて置いたのであるが、本文に於ては前報の測鬼結果を基礎にして2号確が加勲せられた  

場合に繕内に発生する塵力の大さを、種々異なる碑対艦虞、加熱過度及び上部室隙畳等の限定的操  

件下に於て計算したものを報告する0これによって失敗なき櫨藷異速度備庭一役む熟すくとが出来  

るならば幸ひである。  

計 算 方 法 と 俵 件   

（イ）本計算にはChambellan氏等の（空つ式を利用した。  

（口）2号繕の内容輯は測晃の結果、200C把於て86ア・1咤であることを知った。伐って本計算には   

200Cに於ける2号躍の容輯を86ア．1e一¢．として使用した。  

（ハ）薫底の厚さを100封度ブリキ板使用のものとし、寄底の魔力一変形量叫喝係を表はす式とし   

て第3報に記載の測走結果よりして  

Ⅴ＝21．8十1．645P………………il．   

を以てすることとし、本式の適用されない低墜域に対、しては  

Ⅴ＝0．リ66アP…………………… b   

を以てし、本計算に使用した。  

（ニ）内容を水とし如OCに於て上部基牒量がぬり！りき5（りさ．，指へt：．及び95u凡となる棟紅繕に   

入れ  

碑封温度が500C，700C，及び900C．  

加熱温度が1050C，1100C，115OC，及び】20OC  

である場かこついて胎内に発生せらるべき故大願力を大気中に於て、そしてレトルト円に於て加熱  

の絃内の願力を測定するためにレ1、ル1、外に取付けた魔力グーヂ上の贋力捕虜（▲共が糎はレトルト  
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より離れた管に連結した圧力グーヂを使用すれば実際の圧力よりも小さぐ出ることが知られてゐ  

る（巴〕 、導管外囲の束温の低いために導管内に於て茶気が凝縮することによって膨響される）等に  

分けて計算した。  
J  

計  算  結  果   

（1）密封過度…………鋸OCの場合  

〔第1表〕大気中にて加藤の毯合の碓の内外圧護（毎平方吋婆封度）   

（2（）OCニテ）  
3 5c．c．   55（コ．C．   75（：．C．   95c．G   

加熱温度  上部重機丑  
1050C   13．66   14．50   15．00   15．39   

11100C   16．71   17．61   18．17   18．56   

115（〕C   20．18   21．15   21．77   22．19   

120PC   24．12   25．17   25．飢   26．30   

ゝ；  

〔第2表〕レール＝内にて加熱の貌合の健の内外圧菱（毎平方吋聾封慶）  

〔賞盲表】，レール†外に取付のグーヂに現はるべきレりレ†内での繊の印鑑  

（毎平方吋彗封度）  
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（2）密封過度…………ア00C．  

〔第4表〕大気中にて加熱の場合の鰭の内外圧港（各軍方吋当封慶）  
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【第5表〕レールト内にて加藤の堤合の埴の内外圧幕（毎平方吋聾封麿）  

〔第6表〕レりレト外に取付のグーヂに現はるべきレt、ル＝内での碓の内圧  

（毎平方吋蟄封優）  

≡＼＼ヒ⊥ 
（吉）密封過度…………900C．  

〔第7衰〕大束中にて加索の慶合の椎の内外圧毒（毎平方吋塾封度）  
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〔第8表〕レール＝内にて加熱の場合の碓の内外庄轟（毎年方吋彗封魔）  

〔第8表〕レトルト外に振付のデーヂに現はるべきレール†内での繊の内圧  

（毎平方吋聾封度）  

（り 以上の計算結果をグラフに描くと第J図、第   

2図及び第3図の如きものが得られる（但し図に   

はア5畑（∴の上部基隙量のものを省略した。必要の   

際には表中の数値によって描くことが出来る）。   

〔註〕A・B・Cは密封線度を示す。第1臥欝2図  

及び、第3図共其の泡度はA……500C．  

お……700C・C……900Cである。  

1・2・3・は上部重爆を示す。筋1図に於て牲  

ト…・95e・C．，2……55¢．Cり 3……35c．仁一にして  

鮮2区l及び解3図に於ては ト…・35c．じ，  

2……55c－C・．吉……95c．cり となってゐる。  

〔第1図〕大気中にて加熱された凌合  
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〔鮨3 図〕レトルト外のグーヂに現はるべき  

レトルト内わ鰭内圧  

〔第 2 屈〕レトル†にて加熱された慶合  
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考  察  

（り 2号緒に於ては上部基隙畳が多くなると加熱により綾乃に発生する墜力が大になる。但し、   

蕎魔の堅カー膨昧量関係式（b）の適用される範園内に放ては避の結果になる0  

（2）レトルト円に於て2号緒が加熱されてゐる場かこ於ては繕詰の旋束が普通に行軋れてをり、   

殺菌加熱忠盛が12（lOC以上の高温を使用すると云ふが如き場合で孜仕れぼ計算線条より見て2号   

緒の梯遭の上に損傷を起させる程の堅力の発生が見られない〔表第2、第5、第8、第2図及び   

前3報を参照）。  

（吉）レいい列一に収付の鷹カグーヂには表第3、第6、．第9又は第3図の如き可成高腰の鰭内壁   

が指示されてもレトルト再には加熱過度佗剰当する蒸嵐堅カがある故、紹の門外塵葺、即ち龍の   

柿造形件の上に実質的影響を持つ願力は第：Z頓に述べた朝く問題にする程度の墜力では飢1〇  

（り 加熱を終了して蒸気を去りレいレト内の鷹力を平塞に庚した時には総譜の外国の壁力が妊下   

して葦底は其膨脹の程度を大にするから、若しも総譜に願力ダーヂを取付けて臓刊腰控レトルト   

外にて測定してゐる場合を仮定すると魔力ダーヂの指盛は第8●表より第1衷への如く、第6表よ   

り第4表への寧粥、又第9表より第7表への如くに低下するを見るであらう0然れども擢の構造   

形体の上に影響を持つべき鷹力は第2表より第ユ表→の如く、第5表より第4表への如く、第8   

表より第ア表への如く増大するのである。図にて説明すると前者の場合では第3固より第l図．  

（上部基按を示す符号は2～3図と逆になってゐるから注意されたし）への如く変化し、後者の場   

合では第2岡より第’＝笥へめ如く変化するのである0勿論レ1、ルト内の轟菊を去り平塵に復する  
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造にはばの泡盛が若干冷却低下すべきが故紅、義又は軌ここ見るが如くには行かないとトこも、   

可成嘩の内外塵若は増大する0   

それ故幡語の加熱挽作上粛紀聞麿とLこゐるが如き点に閲し⊂最も注意を要求される時は加熱   

終了餞冷却操作に移る操作の碑換時に於こである。殊紅レトルトの塊作を誤り、蒸束の法人を断   

つこ後、レトルトを寄鍋した僅レl、ルト内の茶気を凝縮させ⊂レいレ1、円に畠の糞力を生ぜさせ   

る様なことがあれぽ、其の繕の倍達形体の上に及ぼす影響の甚大なる場合のあることが想像され   

る0  

（5）以上は水を内容とし⊂の計算結果からしこの考察であるが、実際の纏誇を製造する場合に於   

こは内容物の桓糞、新鮮度、肉詰前の処理如何等によつ⊂繕内に発生すべき内壁に可成の相違の   

生すべきことが想像出額る0   

例へぼMagoon及びCulpepperの開式し只）は恭増水を旛に入れこ加熱し、縛円の願力を測定   

した場合に於こは此簡約速かに絆内原が上昇Lこ平衡に達するが、ピーンズ、馬鈴薯其の他の巽   

質を詰めた結語に於⊂は、加熱過度1（）00Cの場合馴染いこは何時迄も醸の内鷹が上昇し続け⊂、   

遽に平衡に妄塗する．ことのなかったのを見、加熱による内容物の分解によつこ産出される瓦斯の集  

積の影響が加はつこ来るものと観察しこゐる。Clark，Clough及びSho由0】11氏等の観察する   

ところによると、不鮮の鮮肉は新鮮のものに比較し⊂多量の米穀瓦斯を出し、レトルト内にこ加  

熱の際にそれ等の躾酸瓦斯の大部分は上部盛隙内に集まる、叉Magood．及びCulpepper両氏（註）   

によると、揚煮をしない読菜を緒掛こした場合には揚煮をした武菜を鰭鍔にしたものに比較しこ  

10－11封度の高い内壁を示すとの事である。Ada－町及びStanwoi地所氏し4）は乾燥ピースを水漬  

けしこ戻したものの緒諸に於こは、適度の演者をしこ置かなけれぼ殺菌加熱に於て危険な絆内鷹  

を生する．ことを述べこゐる0両氏め試験叱よると乾燥ピース100瓦中に5軋・ヲ．の炭酸瓦斯を含有   

し、5分間1000Cにこ加熱しこ卸ま2裾・t†．の瓦斯が含有し⊂ゐたとの溺である。叉ガorner氏  

（5）によると新鮮なピース、ピーンズ及び人参の川0瓦中には1－1－8亨ぐ八の瓦斯を含有し、1ア0－  

2120Fに⊂3～5分間適煮した場合に1－0鴨1・．当り］・2～2・7l－．e．に減少したと。競業真部許諾の鱒逮  

に於⊂湯煮が爵欝哲の加熱殺菌及び冷却の際に緒の僻地及び形体に意影響を有する括円魔の大き▲さ  

に至大の影響を及ぼす阜のであることが理解される。   

程つこ、縫詩興遭上に於⊂殺菌加熱によつこ発生する絃内塞に原因しこ臆詰が受けるべき被害  

の克月日を顧慮するならば、凡そ次の諸点に韓志することが肝要であらう。   

（1）加熱による発生内圧の程度と碓の対内圧強度。  

（2）適切均等なる上部垂崖量   

（3）適切均等なる舵嵐   

（4）内容の種類と胱態並に肉詩前の英三哩方法についてLつ新居   

（5）適切なる加熱並に冷却の操作法  

侍ほ苧1号絆についこも計算の上第5軸としざ売家L′たいと考へこゐる。  
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